
略年

縄先

土

器

時

代

文

時

代

五四三弥

生

時世世世

五
三
八

五
五

O

五
五
六

五五
八八
七五

五
九
三

年代
用
明

推
古

表

政

経

済

治

紀紀紀代

中
曽
司
・
四
分
な
ど
で
農
耕
を
行
な
う

忌
部
山
上
に
ム
ラ
が
で
き
る

ス
イ
セ
ン
塚
古
墳

新
沢
千
塚
古
墳
群

(
i七
世
紀
)

ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳

桝
山
古
墳

お高乙出乙
く市の現の
郡乙と
にろろ
韓
人沼見
大山瀬
身古丸
狭墳山

古
高菖墳
麗蒲な
人池ど
小古大
身で型
狭き前
のる方
屯後
倉円
を墳

二
一
崇
仏
派
と
反
対
派
と
が
争
い
、
山
宗
仏
派
の
勝
利
に
終

ヲ
匂推
古
天
皇
、
飛
鳥
豊
浦
に
皇
官
を
営
む
。
乙
れ
以
後
、

宮
都
が
飛
鳥
地
方
に
集
中
す
る

九
八
六

文

教

化

e7 
刀ミミ

橿
原
に
縄
文
文
化
が
展
開

坪
井
・
一
に
も
縄
文
文
化
が
展
開

仏
教
が
正
式
に
伝
わ
る
(
五
五
二
年
説
あ
り
)

蘇
我
馬
子
、
塔
を
大
野
丘
の
北
に
立
て
る
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ノ¥六
二

O

ムハ一ニムハ

六
三
九

六
四

O

六
回

六
四
四

六
四
五

六
四
六

六
五
六

ムハムハ一二

六
六
七

六
七

/¥/¥/¥/¥ 

八八七七
回 O七三

推
古
二
一

推
古
二
八

告予告子 音子
明明明

皇
極

天天斉大皇皇
智智明化極極

天
武

天

武

二

天

武

六

天

武

九

天

武

三
八

一
一
、
難
波
よ
り
京
に
至
る
道
(
横
大
路
)
を
聞
く
。

乙
の
ζ

ろ
、
大
和
の
古
道
が
設
定
さ
れ
る

}
(
六
三

O
ご
ろ
、
切
り
石
積
み
石
室
が
誕
生
(
岩
屋

山
古
墳
・
小
谷
古
墳
)

六
、
岡
本
宮
焼
け
、
問
中
宮
に
移
る

七
、
百
済
川
畔
に
大
宮
・
大
寺
を
造
り
始
め
る

四
、
天
皇
、
厩
坂
宮
に
入
る

一
O
、
天
皇
、
百
済
宮
に
移
る

九
、
百
済
大
寺
造
営
の
た
め
、
近
江
と
越
の
丁
を
徴

発一
一
、
蘇
我
本
宗
家
、
甘
樟
岡
に
邸
宅
を
造
る

六
、
都
我
本
宗
家
滅
亡
事
件
(
大
化
改
新
)

一
、
大
化
改
新
の
詔
下
る

香
山
・
石
上
山
聞
に
渠
を
掘
る

八
、
日
本
、
白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
る

二
、
斉
明
天
皇
を
越
智
岡
上
陵
に
葬
る

三
、
近
江
大
津
に
遷
都

六
、
壬
申
の
乱
お
ζ

る

乙
の
冬
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
遷
都

六二二二四

こ
の
こ
ろ
、
藤
原
京
の
計
画
を
練
る

一
二
、
百
済
川
畔
に
九
重
塔
が
建
つ

一
二
、
百
済
大
寺
を
高
市
に
移
す
(
高
市
大
寺
)

九
、
高
市
大
寺
を
大
官
大
寺
と
改
称

一
一
、
薬
師
寺
を
建
立

九
八
七



六
八
七
持
統

六
八
八
持
統

六
九

O

持

統

四

六

九

二

持

統

六

六

九

四

持

統

八

六

九

七

文

武

一

六

九

八

文

武

二

七
O
一

大

宝

一

七

O
二

大

宝

二

七
O
三

大

宝

三

七
一

O

和

銅

三

七

一

六

霊

亀

二

七

一

八

養

老

二

七
四
三
天
平
一
五

七
五
九
天
平
宝
字
三

七

八

四

延

暦

三

七
九
四
延
暦
二
二

七
九
九
延
暦
一
八

八
O
五
延
暦
二
四

八
二

O

弘
仁
一
一

八
二
三
弘
仁
一
四

桧
隈
大
内
陵
造
営

一
O
、
桧
隈
大
内
陵
に
天
武
天
皇
を
葬
る

一
O
、
高
市
皇
子
、
藤
原
宮
地
を
視
察

玉
、
藤
原
宮
の
地
鎮
祭
を
行
な
う

一
二
、
飛
鳥
を
去
り
、
藤
原
京
に
遷
る

八
、
大
宝
律
令
完
成

六
、
藤
原
京
か
ら
遣
唐
使
を
派
遣
す
る

乙
の
年
、
東
西
市
が
立
つ

三
、
平
城
京
に
遷
都

五
、
墾
田
永
世
私
財
法
を
公
布

長
岡
京
に
遷
都

一
O
、
平
安
京
に
遷
る

六
、
大
和
国
司
が
祭
杷
を
慎
ま
ぬ
ζ

と
を
戒
め
る

一
二
、
大
和
三
山
の
伐
採
を
制
限

二
、
高
市
郡
に
泉
池
を
築
く

一
、
大
和
国
、
益
田
池
築
造
料
と
し
て
新
銭
一

O
O

貫
を
賜
う

T
U
1
¥
1
¥
 

1
寸，〆

F
ノ
，
F
J

七
、
薬
師
寺
で
仏
像
開
限
会
を
行
な
う

一
O
、
薬
師
寺
の
堂
塔
ほ
ほ
完
成

六
、
僧
尼
令
を
大
安
寺
(
大
官
大
寺
)
で
説
く

五
、
大
安
寺
を
平
城
左
京
に
移
建

乙
の
年
、
薬
師
寺
を
平
城
京
に
移
転

こ
の
こ
ろ
『
万
葉
集
』
で
き
る



八
二
五

九
O
O

九

五

九
四
二

九
七
七

一0
0
0

一O
O
六

一O
五

O

一O
七
O

一
O
七
六

一
O
八
五

一
二

0
0

一
三
二

O

一
三
四
五

一
三
一
八
六

昌天
泰長

延
喜
一
五

二
一
、
大
和
守
甘
南
儲
扶
持
が
赴
任
し
な
い
た
め
解

任

天
慶

白
八
一
五

長
保
寛
弘

五一一一

五
、
興
福
寺
僧
、
大
和
国
司
の
館
に
乱
入

六
、
大
和
国
司
、
興
福
寺
僧
が
国
内
の
田
畑
を
損
な

う
乙
と
を
訴
え
る

七
、
興
福
寺
衆
徒
、
大
和
守
源
頼
親
の
解
任
を
訴
え

る乙
の
こ
ろ
、
源
頼
親
、
負
田
を
私
領
化
す
る

源
頼
親
、
国
(
福
寺
の
僧
兵
と
戦
い
、
こ
れ
を
殺
傷
し

た
た
め
、
団
(
福
寺
の
強
訴
に
よ
っ
て
土
佐
に
流
さ
れ

る

永
承

五

延
久

乙
の
乙
ろ
、
興
福
寺
、
大
和
国
内
に
膨
大
な
荘
回
畠

を
所
有

源
頼
房
が
子
女
に
私
領
分
与
し
た
た
め
紛
争
と
な
る

玉
、
盟
〈
福
寺
僧
徒
が
十
市
郡
で
乱
行
、
民
家
を
焼
く

至康正正応承
徳永安治徳保

一一一四一四一三
一
三
、
南
都
学
侶
・
衆
徒
が
蜂
起
、
十
市
に
向
か
う

九
、
益
田
池
の
碑
で
き
る
(
空
海
撰
)

こ
の
乙
ろ
、
十
市
正
覚
院
地
蔵
菩
薩
立
像
で
き
る

(
本
市
現
存
最
古
の
遺
品
)

七
、
久
米
寺
東
院
・
大
塔
が
焼
失

乙
の
年
、
藤
原
国
光
、
国
源
寺
を
建
立

こ
の
こ
ろ
、
八
木
国
分
寺
十
一
面
観
音
立
像
で
き
る

乙
の
と
ろ
、
小
綱
正
蓮
寺
大
日
如
来
坐
像
で
会
る

九
、
大
久
保
大
窪
寺
の
聖
徳
太
子
立
像
で
き
る

人
麿
神
社
本
殿
を
建
立

九
J¥ 
九



一
四

O
五

四四四
二一 O
九一六

四四四
五四三
ハ三七

一
四
六
七

一
四
六
九

四四四
七七七
五四一

一
四
七
八

一
四
七
九

(
元
中
一
二
)

応
永
一
一

応
永
二
二

応
永
一
八

、
水
豆
J

一

康嘉永
正吉享

応
仁

文
明

文
明
文
明
文
明

文
明
一

O

文
明
一
一 九一一一

興
福
寺
領
高
市
郡
「
今
井
圧
」
の
文
献
初
出

矢
木
座
、
符
坂
座
と
胡
麻
売
買
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
、

協
定
を
結
ぶ

二
、
幕
府
、
畠
山
満
家
ら
に
十
市
遠
重
を
討
た
せ
る

一
一
、
八
木
の
土
蔵
が
興
福
寺
か
ら
処
罰
さ
れ
る

七
、
越
智
・
箸
尾
氏
と
十
市
・
筒
井
氏
ら
の
合
戦
と

な
る
五
、
大
和
国
大
合
戦
と
な
る

七六三

二
二
赤
松
氏
の
遺
臣
、
後
花
園
天
皇
の
倫
旨
を
得

て
越
智
家
栄
の
手
引
き
で
神
璽
奪
回
の
た
め
字
智
郡

に
集
結

五
、
大
和
の
衆
徒
・
国
民
ら
二
分
、
筒
井
党
は
山
名

宗
全
(
西
軍
)
方
に
、
越
智
党
・
古
市
氏
ら
は
細
川

勝
元
(
東
軍
)
方
に
つ
く

一
二
、
矢
木
仲
買
衆
と
符
坂
本
座
衆
が
胡
麻
売
買
を

争
う
閏
八
、
十
市
遠
清
、
楊
本
範
満
父
子
を
攻
め
殺
す

一
一
、
十
市
遠
相
、
東
金
堂
領
に
私
反
銭
を
か
け
る

五
、
十
市
・
筒
井
・
布
施
ら
(
東
軍
)
と
越
智
・
古

市
・
万
歳
ら
(
西
軍
)
が
戦
い
東
軍
敗
退

閏
九
J
一
二
、
筒
井
・
成
身
院
・
十
市
ら
、
勢
力
の

回
復
を
は
か
り
古
市
・
越
智
ら
と
戦
い
敗
退

瑞
花
院
本
堂
上
棟

正
蓮
寺
大
日
堂
建
立

九
九
O



一
四
八

一
四
八
二

一
四
八
三

一
四
八
五

一
四
八
六

一
四
九
一

一
四
九
三

四四四
九九九
七五四

一
五

0
0

一
五

O
五

一
五
一
五

一
五
二

O

文
明
二
二

文
明
一
四

文
明
一
五

明延文文
応、徳明明

二三八七

明明明
応応応

永明
正応

永
正
一
二

永
正
一
七 四

七
、
筒
井
・
成
身
院
・
十
市
ら
帰
国
、
す
ぐ
古
市
・

越
智
ら
に
撃
退
さ
れ
る

八
、
越
智
氏
、
十
市
郷
を
焼
く

一
O
、
十
市
勢
、
八
木
郷
を
焼
く

九
、
畠
山
義
就
が
大
和
に
進
攻
し
、
筒
井
・
成
身

院
・
十
市
ら
山
城
ま
で
敗
退

一
二
、
古
市
・
越
智
ら
山
城
か
ら
帰
陣

一
一
、
越
智
家
栄
、
八
木
市
を
設
け
る

一
二
、
十
市
遠
相
死
去

四
、
十
市
氏
、
越
智
勢
と
合
戦
。
八
木
市
双
方
か
ら

焼
討
ち
に
あ
う

五
、
越
智
家
栄
、
一
国
平
均
三

O
O文
反
銭
を
か

け
、
つ
い
で
衆
徒
・
国
民
を
率
い
て
幕
府
に
出
仕

一
O
、
越
智
、
一
乗
院
門
跡
領
に
反
銭
を
か
け
る

一
O
、
十
市
遠
清
、
吉
野
二
十
河
で
死
去

一
一
、
畠
山
尚
順
入
国
し
、
越
智
氏
吉
野
に
逃
げ
る

一
二
、
十
市
被
官
・
馬
借
を
率
い
、
長
谷
寺
に
徳
政

を
行
な
わ
せ
る

二
、
越
智
家
栄
死
去

一
、
筒
井
・
越
智
両
党
の
和
議
成
立
し
、
大
和
大
名

衆
の
盟
約
な
る

一
O
、
越
智
・
古
市
氏
、
大
和
大
名
衆
の
盟
約
を
破

り
、
筒
井
氏
を
攻
め
る

八
、
筒
井
・
越
智
・
古
市
氏
ら
和
睦

一l.

/¥ 二九

九
九



一
五
三
二

一
五
三
三

一
五
一
二
六

一
五
回

O

一
五
四
五

一
五
四
六

一
五
六
一
一

一
五
七

O

一
五
七
三

一
五
七
四

一
五
七
五

一
五
八
二

一
五
八
三

一
五
八
六

一
五
九

O

一
五
九
四

一
五
九
五

天
文
天
文
天
文
天
文

天
文
一
四

天
文
一
五

永
禄
元
亀

天
正
天

正

二

天
正
三
一

天
正
一

O

天
王
一
一

天
正
一
四

天
正
一
八

文
禄
一
二

文
禄

九五二一

七
、
二
同
一
段
、
高
取
城
に
越
智
氏
を
攻
め
る

越
智
氏
、
今
井
・
四
条
付
近
の
門
徒
の
小
屋
を
破
却

五

九
、
幕
府
の
仲
裁
で
筒
井
順
昭
、
十
市
遠
忠
の
和
議

成
立
三
、
十
市
遠
忠
死
去
し
、
十
市
氏
、
筒
井
党
の
傘
下

に
入
る

一
O
、
筒
井
順
昭
、
越
智
家
頼
を
貝
吹
山
城
に
攻
撃
、

乙
の
日
和
睦

五
、
ル
イ
ス
・
ダ
ル
メ
イ
、
ダ
、
十
市
城
に
滞
在

七
、
松
永
久
秀
、
越
智
氏
を
貝
吹
城
に
攻
め
る
。
筒

井
順
慶
、
十
市
城
を
攻
め
る

七
、
織
田
信
長
、
大
和
国
に
出
兵

今
井
郷
民
、
織
田
信
長
に
抗
戦

今
井
郷
降
伏

今
井
兵
部
議
寿
、

今
井
に
復
帰

四

十
市
郷
、
侍
衆
払
い
を
命
ぜ
ら
れ
る

今
井
兵
部
、
私
領
三

O
O石
を
豊
臣
秀
吉
に
返
上

こ
の
乙
ろ
、
豊
臣
秀
吉
、
今
井
兵
部
を
摂
津
国
関
郡

我
孫
子
村
な
ど
の
代
官
と
す
る
。
秀
吉
、
吉
野
の
花

見
の
途
次
、
今
井
に
立
寄
る

秀
吉
、
大
和
国
検
地
を
開
始
。
「
今
井
村
」
は
六
町
を

数
え
、
寺
内
町
的
性
格
を
示
す

九
九

七
、
十
市
遠
忠
、
百
五
十
番
歌
合
を
つ
く
る

乙
の
こ
ろ
、
今
井
御
坊
創
建

今
井
御
坊
復
興
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O

一
六

O
一

一
六

O
四
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一
三

一
六
一
五

一
六
一
九

一ムハ
一
六
三
四

一
六
四
三

一
六
四
九

一
六
五

O

一
六
五
五

一
ム
ハ
ム
ハ
二

一
六
七
三

一
六
七
九

一
六
八

慶
長
慶
長
慶
長
慶
長

慶
長
一
八

元

和

一

元
和

フじ

和
寛
永
一
一

寛
永
二

O

慶

安

二

延延寛明慶
宝宝文暦安

天
和

五
一
徳
川
家
康
、
今
井
に
禁
制
を
出
し
、
保
護
を
約
す

六
一
豊
臣
秀
頼
、
今
井
兵
部
に
所
領
を
安
堵

九
一
今
井
兵
部
、
領
地
を
徳
川
氏
に
差
上
げ
、
徳
川
氏
の

一
支
配
に
入
る

五

大
坂
夏
の
陣
、
大
坂
方
、

れ
を
撃
滅

今
井
村
、
郡
山
藩
下
に
入
り
、

の
振
舞
い
を
許
さ
れ
る

今
井
貞
綱
、
今
井
の
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
、
今
西
与
次

兵
衛
・
尾
崎
源
兵
衛
が
惣
年
寄
に
指
命
さ
れ
る

今
井
札
の
発
行
を
許
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
、
八
木
村
に
傾
城
で
き
る

三
、
幕
府
、
田
畑
永
代
売
買
を
禁
止

二
、
幕
府
、
郷
村
に
勧
農
条
令
を
出
す
。

書
で
き
る

今
井
を
攻
撃
、

兵
部
ら
乙

ほ
ぼ
「
町
」
と
同
格

七

慶
安
御
触

三七

小
綱
村
に
傾
城
で
き
る

村
高
二
割
半
増
し
と
な
る

今
井
氏
の
今
井
町
支
配
終
り
、
寺
内
町
の
特
別
扱
い

を
解
か
れ
「
郷
中
並
」
と
な
る

木
原
村
、
耳
無
山
の
用
益
に
つ
い
て
山
ノ
坊
村
を
訴

称
念
寺
本
堂
再
建

旧
常
福
寺
観
音
堂
建
立

こ
の
こ
ろ
、
入
鹿
神
社
本
殿
建
立

今
西
家
主
屋
建
設
(
「
八
ツ
棟
造
り
」
)

豊
田
家
上
棟

九
九
三
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一
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三
六
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七
四
一

一
七
五
一

一
七
五
二

一
七
五
五

一
七
六
四

k

貝古
Z
d

元
禄
一

O

元
禄
一
五

元
禄
一
六

宝

永

六

宝

永

七

宝

永

八

享
保
二
一

寛
保
宝
暦
宝
暦

明宝
和暦

え
る
(
耳
無
山
山
論
)

五

幕
府
、
山
陵
調
査
を
行
な
う

二
、
梅
川
・
忠
兵
衛
事
件

一
、
新
日
村
忠
兵
衛
処
刑
さ
れ
る

五

大
和
の
天
領
五
万
石
、
芝
村
藩
預
り
と
な
る

五
、
雲
梯
・
曲
川
両
村
の
水
論
(
宝
潜
五
年
三
月
ま
で
)

飛
鳥
川
洪
水
、
上
品
寺
村
な
ど
被
害
を
う
け
る
。
十

市
郡
膳
夫
・
内
膳
・
木
原
・
島
本
・
常
盤
・
石
原

田
・
下
八
釣
・
吉
備
九
カ
村
、
芝
村
藩
の
重
税
に
つ

い
て
出
訴
、
牢
死
者
三
八
人
を
出
す
(
芝
村
騒
動
)

今
井
・
下
市
等
の
庄
屋
・
豪
商
と
、
芝
村
葎
役
人
と

の
聞
に
収
賄
事
件
が
お
き
る
。
同
年
、
今
井
は
高
取

藩
預
り
と
な
る

八
、
芝
村
騒
動
の
強
訴
者
の
罪
科
を
決
定

今
井
町
に
「
町
内
錠
書
」
で
き
る

九
九
四

四
、
松
尾
芭
蕉
『
笈
の
小
文
』
の
旅

ζ

の
ζ

ろ
、
音
村
家
上
棟

こ
の
こ
ろ
、
野
宮
定
基
、
紀
行
「
松
暦
』

の
荒
廃
を
記
す

に
神
武
陵

八
、
耳
無
山
天
神
が
焼
亡

古
川
家
住
宅
建
立

三
、
近
松
門
左
衛
門
作
、
浄
璃
璃
「
冥
途
の
飛
脚
』

が
大
坂
竹
本
座
で
初
演

『
大
和
士
山
』
に
「
飯
ず
し
」
が
今
井
名
物
と
し
て
あ

げ

ら

れ

る

一

ζ

の
乙
ろ
、

旧
米
谷
家
住
宅
・
河
合
家
住
宅
建
立
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七

一
七
八
九

一
七
九
四

一
七
九
六

一
七
九
九

一
八
二
三

一
八
三

O

一
八
三

O

一
八
三
六

一
八
三
七

一
八
四

O

一
八
四
六

明明
和和

明明
和和

天
明
天
明

寛

政

一

寛

政

六

寛

政

八

寛

政

一

文

政

六

文
政
一
三

天

保

一

天

保

七

天

保

八

天
保
一
一

弘
化

五回

雲
梯
・
曲
川
の
水
論
再
燃

神
保
氏
領
の
百
姓
強
訴

九八七五

る五上
、仁l
ロロ
今寺
井・
村新
な口
ど・
大豊
和田
ーの
七三
カカ
所村
で、

打地
段黄
し村
がと
お水
乙品
民間

豊
田
村
、
地
黄
村
と
水
論

大
和
の
天
領
、
一
両
取
藩
預
り
と
な
る

大
早
魅

五
、
大
田
平
魅

乙
の
乙
ろ
か
ら
木
綿
業
(
機
毘
・
紺
屋
)
盛
ん
と
な
る

五
、
大
雨
。
八
木
・
四
分
村
の
家
四

O
軒
余
流
出

こ
の
こ
ろ
、
中
橋
家
住
宅
・
上
田
家
住
宅
建
立

九
、
八
木
太
神
宮
石
灯
籍
造
立

三
、
本
居
宣
長
、
大
和
三
山
付
近
の
社
寺
・
古
跡
を

一
巡
(
「
菅
笠
日
記
』
)

乙
の
こ
ろ
、
森
村
家
住
宅
建
立

歌
舞
伎
『
恋
飛
脚
大
和
往
来
』
大
坂
角
座
で
初
演

こ
の
こ
ろ
、
旧
上
国
家
住
宅
・
高
木
家
住
宅
建
立

文
政
の
お
か
げ
ま
い
り

『
恋
飛
脚
大
和
往
来
』
浄
瑠
璃
に
逆
輸
入

谷
三
山
、
私
塾
興
譲
館
を
聞
く

旧
織
田
屋
形
(
現
橿
原
神
宮
文
章
殴
)
で

こ
の
こ
ろ
、

与
己
マ
h
v

牟
佐
坐
神
社
百
人
一
首
絵
馬
で
き
る

九
九
五
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五
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九

一
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一
八
八
七

一
八
八
九

一
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ロ
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づ
左
刀
、

3
4

安
政

慶慶安
応応政

明
治
明
治
明
治

明

治

五

明

治

九

明
治
一

O

明
治
一
四

明
治
二
ハ

明
治
二

O

明
治
二
二 - _L  

一一ノ¥四三六

JI、

大
雨

β、
t 

井

JI、
木

新
賀
の
人
家
、手
iメ

五
、
大
洪
水
。
飛
鳥
川
筋
の
小
房
村
・
今
井
村
な
ど

床
上
浸
水
、
曽
我
川
流
域
で
も
被
害

三
六
、
版
籍
奉
還
(
大
和
国
八
落
)

四
一
七
、
廃
藩
置
県
(
大
和
国
一
五
県
)

一
八
、
解
放
令
布
告

一
一
一
、
大
和
一
国
を
管
轄
す
る
奈
良
県
が
成
立
(
第

一
一
次
奈
良
県
)

一
一
二
、
八
木
郵
便
局
御
用
取
扱
所
開
設

一
五
、
奈
良
県
に
大
区
小
区
制
を
実
施

一
四
、
奈
良
県
を
廃
し
、
堺
県
に
合
併

τ一
、
明
治
天
皇
、
神
武
天
皇
陵
に
参
拝
、
称
念
寺
を

一
行
在
所
と
す
る

二
寸
堺
県
廃
止
さ
れ
、
大
阪
府
に
合
併

一
七
、
高
市
郡
近
傍
の
村
民
、
官
林
払
下
げ
を
め
ぐ
り

÷
一
三
六
人
拘
引

一
二
、
奈
良
県
再
設
置

一
町
村
制
施
行
。
八
木
・
今
井
両
町
、
金
橋
・
天
満
・

一
新
沢
・
真
菅
・
鴨
公
・
白
橿
・
香
久
山
・
耳
成
・

↑
多
・
平
野
の
諸
村
が
誕
生

九
九
六

吉
田
松
陰
、
谷
コ
一
山
を
訪
ね
る

旧
京
都
御
所
内
侍
所
(
橿
原
神
宮
本
殿
)
、

殿
(
同
御
飯
殿
)
で
き
る

士
二
谷
三
山
没
(
六
六
)

、
神
仏
混
清
を
禁
止
(
排
仏
段
釈
)

一
二
、
太
陽
暦
を
採
用

同

神
嘉



八八八八
九九九九
六四三 O

九九九九九九八
一00000九
一七五四三二七

一
九
一
二

一
九
一
四

一
九
一
五

一
九
一
八

九九

三九

明
治
二
三

明
治
二
六

明
治
二
七

明
治
二
九

明
治
三

O

明
治
三
五

明
治
三
六

明
治
三
七

明
治
三
八

明
治
四

O

明
治
四
四

大
正

大大大
正正正

大

正

八

大
正
一
二

、
橿
原
神
宮
が
創
設
さ
れ
、
官
幣
大
社
と
な
る

、
八
木
銀
行
の
創
設

、
畝
傍
銀
行
の
創
設

六
、
橿
原
神
宮
で
戦
勝
祈
願
(
日
露
戦
争
)
臨
時
大
祭

七四三

六
、
洪
水
。
飛
鳥
川
・
曽
我
川
流
域
の
八
木
・
曽
我

に
被
害

二
、
桑
原
橿
原
神
宮
宮
司
、
神
宮
の
規
模
拡
張
を
上

出
叩一
、
八
木
町
実
業
協
会
、
営
業
税
廃
止
運
動

一
一
、
大
正
天
皇
、
即
位
式
後
に
畝
傍
行
幸

九
、
台
風
に
よ
る
洪
水
、
飛
鳥
川
堤
防
決
潰
し
、
今

井
・
八
木
両
町
浸
水

九
、
洞
村
の
移
転
決
定
(
大
正
九
年
移
転
完
了
)

五
、
大
阪
鉄
道
、
高
田
・
桜
井
間
開
通

四
、
奈
良
県
尋
常
中
学
校
畝
傍
分
校
(
県
立
畝
傍
高

等
学
校
の
前
身
)
発
足

一
、
県
立
八
木
測
候
所
開
設
(
一
九
三
九
年
国
ピ
移
管
)

七
、
橿
原
神
宮
本
殿
重
要
文
化
財
指
定

高
市
郡
教
育
博
物
館
設
置

二
、
橿
原
神
宮
御
鰻
殿
重
要
文
化
財
指
定

二
、
瑞
花
院
本
堂
重
要
文
化
財
指
定

三
、
八
木
・
高
取
間
パ
ス
事
業
開
始

乙
の
年
、
吉
田
宇
太
郎
、
新
沢
・
一
遺
跡
を
調
査

八
、
正
蓮
寺
木
造
大
日
如
来
坐
像
重
要
文
化
財
指
定

三
、
大
阪
電
気
軌
道
(
大
軌
)
、
西
大
寺
・
橿
原
神
宮

前
間
開
業

二
一
、
吉
野
鉄
道
、
橿
原
神
宮
前
・
吉
野
口
間
開
業

九
九
七



一
九
二
四

一
九
二
五

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
二
八

一
九
二
九

一
九
三

O

一
九
一
二
三

一
九
三
四

一
九
三
五

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
三
九

昭
和
一
四

昭大大
和正正

一四三

昭
和

昭昭昭昭昭
和和和和和

昭昭
和和

一O

昭
和
一
二

昭
和
二
ニ

金
橋
村
で
小
作
争
議

高
市
郡
役
所
廃
止

九八五四三

二
、
白
橿
村
、

町
制
を
施
行
し
、
畝
傍
町
と
改
称

七
、
豪
雨
。
飛
鳥
川
沿
い
に
被
害
で
る

一
O
、
橿
原
神
宮
で
「
神
武
天
皇
御
東
遷
記
念
二
千

六
百
年
祭
」
お
こ
な
わ
れ
る

橿
原
市
設
立
運
動
お
乙
る

一
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
県
期
成
会
結
成

河
内
・
大
和
の
強
震
(
二
上
山
地
震
)

0

建
物
・
道
路

に
被
害

三
、
一
戸
県
知
事
、
橿
原
神
宮
外
苑
運
動
場
設
置
を

要
望
二
、
建
国
祭
、
橿
原
神
宮
参
拝
者
約
一

O
万
人

畝
傍
(
六
月
)
、
橿
原
地
区
(
十
二
月
)
土
地
区
画
整
理

事
業
着
工

六
、
橿
原
神
宮
運
動
場
、
外
苑
道
路
地
均
し
作
業
の

た
め
、
建
国
奉
仕
隊
結
成

一
一
、
橿
原
神
宮
本
殿
を
遷
座
し
、
建
国
奉
仕
隊
を

九
九
八

一
一
、
吉
野
鉄
道
、
橿
原
神
宮
前
・
畝
傍
間
開
業

三
、
大
軌
鉄
道
、
高
田
・
八
木
間
開
業

八
、
国
分
寺
木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
重
要
文
化

財
指
定

四
、
菖
蒲
池
古
墳
史
跡
指
定

七
、
大
軌
鉄
道
、
大
阪
・
八
木
間
電
化
開
通

こ
の
年
、
吉
野
鉄
道
、
橿
原
神
宮
前
・
吉
野
閉
会
通

一
、
大
軌
鉄
道
、
八
木
・
桜
井
間
開
業

一
二
、
日
本
古
文
化
研
究
所
、
藤
原
宮
跡
を
調
査

九
、
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
発
足

九
、
末
永
雅
雄
ら
、
橿
原
遺
跡
を
発
掘



一
九
四

O

一
九
四

一
九
四

九
四
四

一
九
四
五

一
九
四
七

九九
五四
O九

一
九
五

一
九
五

一
九
五
三

昭
和
一
五

昭
和
一
七

昭
和
一
八

昭
和
一
九

昭
和
二

O

昭
和
二
二

昭
和
二
四

昭
和
二
五

昭
和
二
六

昭
和
二
七

昭
和
二
八

解
散
(
五
O
七
日
間
に
全
国
よ
り
二
二
万
人
以
上
奉
仕
)

一
、
橿
原
神
宮
の
三
カ
臼
の
参
拝
者
、
前
年
の
二

O

倍
、
一
二
五
万
人
に
達
す
る

二
、
橿
原
神
宮
外
苑
橿
原
道
場
(
建
国
会
館
・
運
動

場
・
大
和
国
史
館
な
ど
)
の
創
立
式
を
実
施

六
、
天
皇
、
橿
原
神
宮
・
畝
傍
御
陵
へ
行
幸

一
一
、
橿
原
神
宮
は
じ
め
各
地
で
紀
元
二
千
六
百
年

奉
祝
式
典

こ
の
年
た
び
た
び
大
阪
空
襲
。
醍
醐
南
部
に
も
被
害

六
、
十
市
郡
耳
成
村
内
膳
、
高
市
郡
八
木
町
に
編
入

一
一
、
天
皇
地
方
行
幸

四
、
今
井
町
塵
芥
焼
却
炉
設
置

三
、
大
軌
鉄
道
と
参
宮
急
行
を
合
併
し
て
関
西
急
行

と
改
称

七
、
橿
版
文
庫
(
現
県
立
橿
原
図
書
館
)
開
館

五
、
浄
国
寺
石
燈
龍
重
要
美
術
品
指
定

六
、
正
蓮
寺
大
日
堂
重
要
文
化
財
指
定

七
、
県
下
乗
A
口
自
動
車
会
社
を
合
併
し
、

車
会
社
奈
良
交
通
株
式
会
社
と
改
称

六
、
関
西
急
行
と
南
海
鉄
道
合
併
、
近
畿
日
本
鉄
道

発
足
四
、
県
立
医
科
専
門
学
校
(
県
立
医
科
大
学
の
前
身
)

開
設
四
、
畝
傍
・
八
木
・
耳
成
・
鴨
公
・
今
井
・
真
菅
・

金
橋
・
菅
原
の
各
中
学
校
創
立

奈
良
自
動

一
じ
、
金
橋
・
官
原
中
学
校
を
廃
し
、
光
陽
中
学
校
創

八
、
今
井
・
真
菅
中
学
校
を
廃
し
、
大
成
中
学
校
創

立三
、
本
薬
師
寺
跡
・
藤
原
宮
跡
、
国
の
特
別
史
跡
に

指
定

九
j
九



一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
七

九九
五五
九八

一
九
六

O

昭
和
二
九

昭
和
三

O

昭
和
三
一

昭
和
三
二

昭
和
三
三
一

昭
和
三
四

昭
和
三
五

二
、
磯
城
郡
耳
成
村
、
高
市
郡
畝
傍
町
・
鴨
公
村
・

八
木
町
・
今
井
町
・
真
菅
村
の
六
カ
町
村
が
合
併
し

て
橿
原
市
成
立

三
、
好
川
三
郎
市
長
就
任

七
、
高
市
郡
金
橋
村
お
よ
び
新
沢
村
を
編
入

七
、
吉
野
川
分
水
開
始

九
、
市
章
制
定

桜
井
市
大
字
池
尻
・
南
山
・
戒
外
・
南
浦
・
木
之

本
・
下
八
釣
・
膳
夫
・
出
合
お
よ
び
出
垣
内
を
編
入

一
O
、
字
を
廃
し
、
町
を
新
設

二
、
第
一
回
市
議
会
議
員
選
挙
実
施

三
、
市
塵
芥
焼
却
場
新
設

七
、
大
和
高
田
市
大
字
箸
喰
お
よ
び
磯
城
郡
田
原
本

町
大
字
飯
高
・
大
垣
・
豊
田
・
西
新
堂
・
新
日
を
編

入一
、
給
食
開
始
(
晩
成
小
学
校
)

一
、
第
一
回
市
民
だ
よ
り
発
刊

日
高
山
グ
ラ
ン
ド
設
置

一0
0
0

五
、
今
井
幼
稚
園
設
置

t
一
九
五
七
年
、
東
京
大
学
に
よ
り
今
井
町
町
家
調

査一
一
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、

一
遺
跡
を
発
掘

四
、
耳
成
中
学
校
を
廃
し
八
木
中
学
校
に
統
合

六
、
香
久
山
幼
稚
園
創
立

六
、
今
西
家
重
要
文
化
財
指
定

九
、
『
今
井
町
史
』
刊
行

二
一
、
末
永
雅
雄
ら
、
新
沢
古
墳
群
一
八
五
・
一
八

六
・
一
八
七
号
墳
を
調
査

四
、
鴨
公
中
学
校
を
廃
し
、
八
木
中
学
校
に
統
合

四
、
鴨
公
幼
稚
園
創
立

九
、
光
陽
中
学
校
、
組
合
立
か
ら
市
立
に

九
、
新
沢
小
学
校
創
立



一
九
六

一
九
六

一
九
六

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七

O

昭
和
三
六

昭
和
三
七

昭
和
三
八

昭
和
四

O

昭
和
四

昭
和
四
二

昭
和
四
三

昭
和
四
四

昭
和
四
五

四
、
国
民
健
康
保
険
事
業
全
市
域
に
実
施

一
、
市
庁
舎
落
成

三
、
市
消
防
署
設
置

九
、
全
国
に
先
が
け
て
小
学
生
に
教
科
書
無
償
配
布

一
二
、
建
国
文
化
都
市
宣
言

四
、
中
学
生
に
も
教
科
書
無
償
配
布

四
、
市
内
全
域
上
水
道
給
水
開
始

九
、
消
防
署
救
急
業
務
実
施

二
、
宮
崎
市
と
姉
妹
都
市
盟
約

五
、
市
民
、
グ
ラ
ン
ド
設
置

六
、
大
久
保
町
・
飛
騨
町
両
隣
保
館
設
置

七
、
飛
騨
町
隣
保
館
移
転
新
築

八
、
橿
原
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
工
事
開
始

四
、
近
鉄
八
木
駅
北
広
場
を
整
備

四
、
ご
み
処
理
場
完
成

四
、
消
防
庁
舎
落
成

益
田
池
の
木
製
樋
管
出
土

五
、
『
橿
原
市
史
』
刊
行

四
、
新
沢
幼
稚
園
創
立

七

t
八
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
末
永
雅
雄
ら
、
新

沢
千
塚
古
墳
群
ゴ
ヱ
ハ
号
墳
な
ど
を
調
査

四
、
耳
成
幼
稚
園
創
立
(
各
小
学
校
に
幼
稚
園
併
設
完

了
)一
二
、
国
道
一
六
五
号
バ
イ
パ
ス
計
画
に
と
も
な

い
、
藤
原
宮
跡
の
調
査

五
、
藤
原
宮
跡
よ
り
「
郡
評
」
論
争
に
か
か
わ
る
木

簡
出
土

六
、
橿
原
神
宮
文
華
殿
重
要
文
化
財
指
定

六
、
水
差
形
土
器
重
要
文
化
財
指
定

ー
一
九
七

O
、
奈
良
女
子
大
・
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
に
よ
る
今
井
町
町
家
調
査

五
、
丸
山
古
墳
史
跡
指
定

一
二
、
藤
原
宮
跡
の
国
営
発
掘
調
査
開
始

四
、
白
橿
南
小
学
校
創
立

四
、
白
橿
中
学
校
創
立

一O
O



九
七

一
九
七
二

)1 1L 
七七
四三

四
、
住
居
表
示
一
部
実
施
(
八
木
・
今
井
地
区
)

九
、
公
民
館
・
体
育
館
落
成

一
O
、
保
健
セ
ン
タ
ー
創
立

三
、
好
川
三
郎
市
長
辞
任

一
二
、
森
義
己
市
長
就
任

四
、
老
人
医
療
無
料
化
対
象
年
齢
を
七
五
歳
か
ら
七

O
歳
に
引
き
下
げ

四
、
心
身
障
害
児
福
祉
年
金
制
度
実
施

回
、
市
内
全
域
ゴ
ミ
無
料
収
集
実
施

七
、
老
人
医
療
無
料
化
対
象
年
齢
を
七

O
歳
か
ら
六

八
歳
に
引
き
下
げ

八
、
広
報
か
し
は
ら
第
一
号
発
刊

一
O
、
橿
原
・
高
市
広
域
市
町
村
閏
協
議
会
発
足

四
、
心
身
障
害
者
医
療
助
成
実
施

四
、
橿
原
市
土
地
開
発
公
社
設
立

七
、
大
久
保
町
隣
保
館
移
転
新
築

一一

O
、
乳
幼
児

(
O歳
・
一
歳
〉
医
療
助
成
実
施

一一

O
、
老
人
医
療
無
料
化
対
象

一
六
五
歳
に
引
き
下
げ

昭
和
四
九
一
一

O
、
休
日
応
急
診
療
所
開
所

二
一
、
消
防
署
北
出
張
所
開
所

昭
和
四
六

昭
和
四
七

昭
和
四
八

一O
O二

四
、
白
橿
南
幼
稚
園
創
立

六
、
川
西
保
育
所
開
所

六
、
日
高
山
保
育
所
開
所

五
、
旧
米
谷
家
・
高
木
家

国
家
・
上
国
家
を
重
要
文
化
財
に
指
定

四

、

耳

成

南

小

学

校

創

立

一

四
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
・
藤
原
宮
跡
発

掘

調

査

部

発

足

↑

七
、
「
畝
傍
保
育
所
」
を
「
大
久
保
保
育
所
」
に
改
め
一

新

築

関

所

一

一

一

、

畝

傍

北

幼

稚

園

移

転

新

築

一

二

、

今

井

保

育

所

開

所

一

四

、

真

官

北

小

学

校

創

立

↑

七
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
大
官
大
寺
を
調
査

九
、
鴨
公
小
学
校
、
同
幼
稚
園
移
転
新
築



一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

昭
和
五

O

昭
和
五

昭
和
五
二

昭
和
五
三

三
、
森
義
己
市
長
辞
任

四
、
三
浦
太
郎
市
長
就
任

六
、
心
身
障
害
児
訓
練
施
設
「
か
し
の
木
園
」
開
聞

一
一
、
県
都
計
審
、
藤
原
宮
跡
保
存
の
た
め
、
国
道

一
六
五
号
バ
イ
パ
ス
の
新
ル

l
ト
を
決
定

四
、
財
団
法
人
橿
原
市
学
校
建
設
公
社
設
立

一
O
、
市
の
木
(
橿
)
・
花
(
く
ち
な
し
て
市
旗
制
定

二
、
人
口
一

O
万
人
を
こ
え
る
(
一
日
)

七
、
市
の
色
制
定
(
白
色
・
緑
色
・
茶
褐
色
)

一
O
、
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
実
施

ご
二
分
庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

二
一
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
千
寿
荘
」
落
成

一
二
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
落
成

九
、
畝
傍
中
学
校
移
転
新
築

四
、
八
木
中
学
校
移
転
新
築

四
、
真
菅
北
幼
稚
園
創
立

一
O
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
和
田
廃
寺
跡
を

調
査

一
二
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
史
跡
指
定

四
、
畝
傍
東
小
学
校
創
立

四
、
耳
成
南
幼
稚
園
創
立

四
、
金
橋
保
育
所
開
所

五
、
河
合
家
を
重
要
文
化
財
に
指
定

五
、
久
米
寺
多
宝
塔
重
要
文
化
財
指
定

四
、
白
橿
北
小
学
校
創
立

四
、
畝
傍
東
幼
稚
闇
創
立

五
、
藤
原
宮
跡
か
ら
わ
が
国
最
古
の
人
物
像
木
簡
が

出
土
J
一
九
八

O
、
歴
史
的
環
境
保
全
市
街
地
整
備
計
画

調
査
実
施
(
今
井
町
)

三
、
桜
井
市
・
橿
原
市
組
合
立
香
山
中
学
校
を
廃

し
、
同
学
校
の
生
徒
を
八
木
中
学
校
へ
編
入

四
、
白
橿
北
幼
稚
園
創
立

一
O
、
藤
原
京
朱
雀
大
路
跡
史
跡
指
定

一
二
、
千
塚
資
料
館
落
成

一O
O三



一
九
七
九

一
九
八

O

九
八

一
九
八
二

一
九
八
三

昭
和
五
四

昭
和
五
五

昭
和
五
六

昭
和
五
七

昭
和
五
八

五
、
大
久
保
児
童
館
落
成

五
、
白
橿
児
童
セ
ン
タ
ー
落
成

一
一
、
婦
人
会
館
「
働
く
婦
人
の
家
」
落
成

一
一
、
青
少
年
会
館
「
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
」
落
成

四
、
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
を
設
置

四
、
国
道
一
六
五
号
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

七
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
千
輪
荘
」
落
成

七
、
運
動
公
園
総
合
プ

l
ル
(
レ
ジ
ャ
ー
プ
l
ル
)
完
成

六
、
市
庁
舎
改
造
落
成

八
、
飛
騨
地
区
公
共
セ
ン
タ
ー
落
成

一
、
近
鉄
百
貨
白
木
市
出
屈
に
関
し
事
前
協
定
書
に

調
印
四
、
八
木
浄
水
場
拡
張
完
成

四
、
心
身
障
害
児
訓
練
施
設
「
か
し
の
木
園
」
の
温

水
プ

i
ル
と
訓
練
室
完
成

六
、
運
動
公
園
総
合
プ

l
ル
に
五

0
メ
ー
ト
ル
公
認

プ
ー
ル
と
二
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
完
成

七
、
近
鉄
八
木
駅
北
側
整
備
完
了

七

1
八
、
台
風
。
曲
川
・
川
西
・
十
市
・
西
池
尻
等

に
被
害
で
る

二
、
香
久
山
公
民
館
落
成

五
、
八
木
地
区
公
民
館
落
成

五
、
市
公
民
館
・
市
立
体
育
館
改
修
完
成

一O
O四

四
、
耳
成
西
小
学
校
創
立

五
、
人
麿
神
社
本
殿
重
要
文
化
財
指
定

一
二
、
今
井
幼
稚
園
移
転
新
築

四
、
耳
成
西
幼
稚
園
創
立

九
、
光
陽
中
学
校
移
転
新
築

四
、
金
橋
保
育
所
増
築
完
成

六
、
県
橿
原
文
化
会
館
落
成

一
一
、
香
久
山
小
学
校
改
修
完
成

五
、
橿
原
中
学
校
落
成



一
九
八
四

昭
和
五
九

六
、
わ
か
く
さ
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
第
三

O
回
全

日
本
勤
労
者
弓
道
選
手
権
大
会
開
催

八
、
わ
か
く
さ
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
第
一
三
回
女

肝
全
日
本
教
員
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
開

九
、
今
井
地
区
公
民
館
落
成

一
一
、
わ
か
く
さ
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
第
三
七
回

全
日
本
体
操
競
技
選
手
権
大
会
兼
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
第
一
次
予
選
会
開
催

一
一
、
わ
か
く
さ
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
全
国
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
開
催

二
一
、
今
井
町
町
並
み
保
存
に
補
助
金
制
度
創
設

四
、
中
和
幹
線
の
一
部
開
通

五
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
実
施

六
、
硬
式
野
球
国
際
親
善
試
合
開
催

八
、
国
道
一
六
五
号
橿
原
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

八
、
わ
か
く
さ
国
体
五

O
目
前
パ
レ
ー
ド
実
施

八
、
国
道
二
四
号
橿
原
バ
イ
パ
ス
一
部
開
通

九
、
ふ
る
さ
と
公
園
造
成
工
事
開
始

九
、
近
鉄
百
貨
屈
と
土
地
賃
貸
借
契
約
の
調
印

一
O
、
今
井
町
環
濠
再
現
完
成

一
O
、
第
三
九
回
国
民
体
育
大
会
「
わ
か
く
さ
国

体
」
開
催

一
一
、
新
沢
地
区
公
民
館
落
成

三
、
県
橿
原
公
苑
施
設
改
修
完
成

一O
O五



一
九
八
五

一
九
八
六

昭
和
六

O

昭
和
六

一
一
、
飛
騨
老
人
憩
の
家
、
飛
騨
児
童
公
園
、
日
高

山
共
同
浴
場
落
成

十
二
、
耳
成
地
区
公
民
館
落
成

七
、
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
広
場
設
置
に
補
助
金
制
度
創
設

九
、
畝
傍
地
区
公
民
館
落
成

一
一
、
市
行
政
改
革
大
綱
策
定

二
一
、
金
橋
地
区
公
民
館
落
成

一
、
本
庁
舎
増
築
工
事
着
工

二
、
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と
公
園
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営
火
葬
場
建
設
着
工

八
、
市
制
二
一
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年
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挙
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調
査
(
執
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)
委
員

顧

問
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代

中

世

近

世

近

代

関
西
大
学
名
誉
教
授
(
文
博
)

大
阪
大
学
名
誉
教
授
(
文
博
)

奈
良
教
育
大
学
名
誉
教
授
(
文
博
)

関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
(
文
博
)

国
立
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

奈
良
大
学
教
授

天
理
大
学
教
授

奈
良
県
立
橿
原
高
等
学
校
長

中
部
大
学
教
授

帝
塚
山
短
期
大
学
講
師

東
大
阪
短
期
大
学
教
授

末犬
山
山
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下
巻

地 各

説古
代
遺
跡

藤

原

京

建

築

文

学

一一=口

立
問

理

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
副
所
長
(
文
博
)

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
調
査
課
長

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
諜
主
任
調
査
官

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
研
究
員

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

飛
鳥
・
藤
原
宮
跡
調
査
部
長

大
阪
市
立
大
学
教
授
(
工
博
)

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

飛
鳥
・
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
研
究
員

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
遺
構
調
査
室
長

相
愛
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師

園
田
学
園
女
子
短
期
大
学
教
授

三
重
大
学
教
授

白
玉
学
館
大
学
教
授
(
文
博
)

愛
知
大
学
教
授
(
理
博
)

石γョ
;ijZ 生

リ
V
令
A
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各

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
所
員

奈
良
女
子
大
学
助
教
授

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
専
任
講
師

愛
知
大
学
地
理
学
専
攻
研
究
生
・

香

川

県

教

育

委

員

会

愛
知
大
学
地
理
学
専
攻
研
究
生

岐
阜
県
立
図
書
館
司
書

茨
木
市
立
茨
木
中
学
校
教
諭

三
重
県
立
三
重
高
等
学
校
教
諭

愛
知
大
学
地
理
学
教
室

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
地
理
学
専
攻
生

愛
知
大
学
地
理
学
教
室

大
阪
府
三
岬
町
立
三
附
中
学
校
教
諭

愛
知
大
学
地
理
学
教
室

愛
知
大
学
地
理
学
専
攻
研
究
生

説神

L
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庁
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元
奈
良
文
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短
期
大
学
教
授
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寺

奈
良
文
化
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

仏
教
美
術

東
京
国
立
博
物
館
資
料
部
第
一
研
究
室
長

動

奈
良
文
化
女
子
短
期
大
学
教
授
(
理
博
)

物

大
宇
陀
町
立
大
宇
陀
中
学
校
教
諭

奈
良
県
立
吉
野
高
等
学
校
教
諭

植

奈
良
女
子
大
学
教
授
(
理
博
)

物

橿
原
市
立
畝
傍
東
小
学
校
教
諭

民

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

俗

奈
良
県
立
農
業
大
学
校
講
師

大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
講
師
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大
阪
府
立
大
和
川
高
等
学
校
教
諭

標

地

奈
良
大
学
講
師
(
文
博
)

名

奈
良
芸
術
短
期
大
学
教
授

帝
塚
山
短
期
大
学
講
師

年
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